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今年は世界化学年。化学の重要性や魅力を広く社会に
伝えようとする様々な取り組みが行われる。一般社会の
化学への関心が高まることが期待される。一方，この機
会に，我々化学者自身も原点に立ち返り，純粋に化学の
面白さに向き合いたい。

化学の面白さを再発見したい

学生であった頃を思い出してみると（ほ
んのちょっと前のような気がしているのだ
が，実はかなり前である），毎日の実験結
果に一喜一憂しながら，わくわくしながら
実験していたことを思い出す。山のような
失敗実験の後に訪れる喜びの瞬間。世界中
で自分一人しか知らない新しい事実の発
見。この体験が忘れられず，それを追い求
めて今まで研究を続けてきたのかもしれな
い。そのような体験を今の学生さんたちに
も経験してほしいと思いながら研究を進め
ているつもりである。しかし，現在では研
究室の学生さんたちの出してくれる面白い
結果を見ても，すぐに投稿するジャーナル
を思い浮かべてしまうことも多い。論文を
書き研究成果を公表することは重要である
が，そのこと自体が面白いわけではない。
もっと純粋に実験結果とその面白さに向き
合わなければと反省している。今年は世界
化学年である。この機会に「化学に対する
思い」を執筆するようにとの依頼があった。
そこで，自分自身が初心に帰る意味で，改
めて化学の何が魅力なのかもう一度考えて
みることにしたい。

化学の面白さを説明する

一般の人に研究内容を説明することを想
定していただきたい。おそらく「この新し
い物質は○○の役に立つ」とか「この新反
応は○○に有用な化合物の合成に使える」
とかいう説明が口をついて出てくるだろ
う。「役に立つ」という観点は研究にとっ
て極めて重要であるし，その研究の重要性
をわかりやすく伝えるにも鍵となる要素で

ある。多くの人は研究が何の役に立つかと
いうことには興味をもつと思われるし，そ
れを聞けば一応研究の意義をわかったよう
な気になるだろう。しかし，「役に立つ」
あるいは「重要である」ことと「面白い」
ことは本質的に違うはずである。他の学問
に比べて化学は社会に強く結びついてお
り，実学という側面が強い。これは，化学
製品や化学工業という言葉は成立するが，
物理学製品や生物学工業という言葉は実質
的にはないことを考えてもわかるだろう。
この点は化学の大きな特徴であり，強みで
ある。また，それだけ社会への責任も重い
とも言えるだろう。しかし，このことがか
えって化学の本当の魅力を人々に伝えにく
くしているのではないかと思っている。
「役に立つ」と聞いて「ふーん，そんなも
んか」と納得してしまい，本当の面白さに
気づかないということがあるのではない
か。

「役立つ」ことが化学の魅力なのか？

具体的に考えてみよう。例えば，小惑星
探査機「はやぶさ」が多くの試練を乗り越
えて帰還したことに対して多くの人が涙し
たことを考えると，人々の熱狂ぶりと宇宙
探査の重要性や「はやぶさ」帰還の成果と
はほとんど関連しないように思える。たと
え「イトカワ」の砂（塵？）を持って帰ら
なくても，人々が受けた感動は影響されな
かったと思う。また，古代遺跡の発掘など
考古学的研究は筆者自身も含めて多くの
人々の興味をかき立てる。新しい遺跡が発
見されると数多くの一般人が見学に訪れる
そうだ。しかし，考古学的知見が何かの役
に立つということはなさそうである。「役
立つ」とか「重要である」という以上に，
知的好奇心や感性に訴える部分が大きい。
また，これらの分野では，素人でも感覚的
にわかる面白さがある。
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一方，化学では我々化学者自身が化学の
本当の魅力を説明せずに，「役立つ」とか
「重要だ」という説明に逃げていないか。
一般人の知的好奇心や感性を刺激する要素
を見つけ出し，それを化学の素の魅力とし
て正直に伝えようとすることが大切なので
はないだろうか。我々は，何かの役に立つ
から化学をやっているのではない。現在の
環境問題などの社会問題の解決には化学の
力が必要である。しかし，義務感で化学を
やっているわけでもない。面白いからやっ
ているのである。それを真正面から説明で
きないか。

社会問題と闘う化学？

現在の化学は様々な課題に立ち向かって
いる。高効率高選択的な反応開発，新材料
の創成，廃棄物ゼロプロセス，二酸化炭素
の削減，人工光合成，レアメタルの代替，
環境問題や食糧問題の解決…これら山積す
る課題を解決することが化学の大きな目標
であることは明らかである。まるで困難に
立ち向かう戦隊ヒーローのようだ。最近，
化学の重要性を伝えようとして，このよう
な「闘う化学」の側面が強調されることが
多い気がする。でも，ちょっと待ってほし
い。実際は，我々化学者は社会のために闘
う戦士ではない。個々の夢を追って楽しん
で研究している。化学が社会のために頑張
っているとあまりにも強調し過ぎると，
「化学って面白そうだから自分もやってみ
たいな」と思う人がかえって減ってしまう
のではないか？

化学の魅力

自分は化学の何に引きつけられたのだろ
うか？　ふと考えて思い出した。筆者は小
学校低学年の頃，NHK教育テレビの「高
校化学」をよく見ていた。この番組の化学

実験が一番本格的で充実しており，色が変
わったり，ものが燃えたり様々な化学実験
を見ることができたからだ。もちろん化学
反応の原理など理解していたはずもない。
しかし，面白い実験の様子を見て，漠然と
将来は白衣を着て実験する人になりたいと
思ったのである（その夢は実現したが，現
在は白衣を着る機会が減ってしまったのが
残念！）。
物質が変化し，新しい物質が生まれた
り，色が変わったり，構造が変わったりす
る。そして，そこから新しい性質が生まれ
てくる。これらが化学の根源的な魅力だ。
本能的に人間は変化するものに敏感であり
強く引きつけられる。このような化学の
「化ける」という本質が理解を超えて人間
の感性に訴えかけるのだと思う。我々化学
者から見るとあまりにも当たり前であり，
「何を今さら」と思うかもしれない。しか
し，専門外の人，特に豊かな感性をもつ子
供たちにとっては一番のアピールポイント
になるのではなかろうか。そして，好奇心
さえあれば誰でも興味をもつ「化ける」と
いうことの原理を深く探求し，実験を通し
てその真理に触れることができる―物質の
変化という自然が見せてくれる手品の種明
かしをできる―学問であることが，化学の
魅力であると思う。

おわりに

化学の魅力は，新しい物が生まれ，変化
することからきていると述べた。一方，人
間は変化しないものに対しては飽きてしま
う。自分の研究テーマも人から飽きられな
いように，そして，何より自分自身が飽き
ないように変化が必要であると考えてい
る。人々を心地よく裏切れるような研究テ
ーマを見つけていきたい。
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